
米
兵
犯
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夫
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（
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五
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一
．
ジ
ラ
ー
ド
事
件

『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
一
九
五
七
年
七
月
七
日
号
の
巻
頭
に
は
、

六
月
二
三
日
、
ヤ
ン
キ
ー
・
ス
タ
ジ
ア
ム
に
お
け
る
ヤ
ン
キ
ー
ス

対
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ッ
ク
ス
戦
で
、
岸
信
介
総
理
が
両
軍
の
監
督
に
囲

ま
れ
、
始
球
式
を
行
な
っ
て
い
る
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
こ
れ
が
渡
米
中
唯
一
の
〝
ス
ト
ラ
イ
ク
〞」
と
、
訪
米
の
成
果
が

な
い
こ
と
を
皮
肉
る
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
つ
き
。

二
頁
目
と
三
頁
目
は
、「
ア
メ
リ
カ
の
岸
首
相
」
と
い
う
見
出

し
の
も
と
、
六
月
一
九
日
の
ワ
シ
ン
ト
ン
空
港
到
着
か
ら
、
ド
ワ

イ
ト
・
Ｄ
・
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
と
の
第
一
回
首
脳
会
談
、

同
大
統
領
と
の
ゴ
ル
フ
、
二
〇
日
は
上
下
両
院
で
の
演
説
、
二
一

日
に
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
レ
ス
・
ク
ラ
ブ
で
の
演
説
の
写
真
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

四
頁
と
五
頁
は
、「
ジ
ラ
ー
ド
事
件
の
周
辺
」
と
題
し
て
、
九

枚
の
写
真
が
あ
る
。
と
く
に
目
を
ひ
く
の
は
、
見
開
き
中
央
下
の

山
本
英
政
著

『
米
兵
犯
罪
と
日
米
密
約

「
ジ
ラ
ー
ド
事
件
」
の
隠
さ
れ
た
真
実
』
明
石
書
店
二
〇
一
五
年
七
月 222p.

信　
　

夫　
　

隆　
　

司

書　

評

一
三
五
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六
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そ
れ
ぞ
れ
に
、「
ジ
ラ
ー
ド
三
等
特
務
下
士
官
は
第
一
騎
兵
師
団

第
八
連
隊
第
二
大
隊
所
属　

イ
リ
ノ
イ
州
オ
タ
ワ
出
身　

現
在
は

埼
玉
県
熊
谷
市
の
米
軍
キ
ャ
ン
プ
内
に
い
る
」「
ジ
ラ
ー
ド
の
許

婚
者
末
山
ハ
ル
は
「
一
年
前
に
知
り
合
い
」
目
下
結
婚
手
続
中

「
彼
は
裁
判
は
日
本
で
や
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
」
と
語
っ

た
」
と
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
つ
い
て
い
る
。

ジ
ラ
ー
ド
事
件
と
は
、
一
九
五
七
年
一
月
三
〇
日
、
群
馬
県
群

馬
郡
相
馬
村
の
米
軍
キ
ャ
ン
プ
演
習
場
（
通
称
、
相
馬
ヶ
原
演
習

場
）
で
、
演
習
中
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｓ
・
ジ
ラ
ー
ド
陸
軍
三
等
特

技
兵
（
二
一
歳
）
が
、
薬
き
ょ
う
拾
い
を
し
て
い
た
農
婦
坂
井
な

か
さ
ん
（
四
六
歳
）
の
身
辺
を
ね
ら
っ
て
、
後
ろ
か
ら
空
包
を
撃

ち
（
空
包
で
も
殺
傷
能
力
十
分
で
あ
っ
た
）、
即
死
さ
せ
た
も
の
で

あ
る
。
ジ
ラ
ー
ド
は
、「
マ
マ
サ
ン　

ダ
イ
ジ
ョ
ウ
ビ　

タ
ク
サ

ン　

ブ
ラ
ス　

ス
テ
イ
」﹇
ブ
ラ
ス
と
は
薬
き
ょ
う
の
こ
と
﹈
と
、

な
か
さ
ん
を
空
薬
き
ょ
う
が
大
量
に
あ
る
と
お
び
き
寄
せ
、
突
如
、

「
ゲ
ラ
ル　

ヘ
ア
」
と
叫
び
、
空
包
を
放
っ
た
の
で
あ
っ
た
（
1
）
。

事
件
は
、
米
軍
兵
士
に
よ
る
演
習
場
内
で
の
犯
行
で
あ
っ
た
た

め
、
そ
の
行
為
が
「
公
務
上
」
の
も
の
で
あ
る
か
否
か
、
日
米
間

で
お
お
も
め
に
も
め
た
。
ア
メ
リ
カ
側
は
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
を

放
棄
す
る
が
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
は
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
が
日
米

写
真
で
、
一
人
の
若
い
女
性
が
、
お
墓
の
前
で
ひ
ざ
ま
ず
き
、
ハ

ン
カ
チ
で
顔
を
覆
っ
て
い
る
。
写
真
は
白
黒
な
の
で
、
女
性
の
服

装
の
色
は
わ
か
ら
な
い
。
上
は
白
と
お
ぼ
し
き
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
、

下
は
お
お
き
な
葉
っ
ぱ
を
何
枚
も
あ
し
ら
っ
た
よ
う
な
模
様
の
、

お
そ
ら
く
カ
ラ
フ
ル
と
思
わ
れ
る
ス
カ
ー
ト
。
墓
前
の
服
装
に
は

そ
ぐ
わ
な
い
印
象
を
受
け
る
。
傍
ら
に
は
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
上
に

長
羽
織
姿
の
男
性
が
立
ち
、
小
さ
な
女
の
子
の
頭
に
両
手
を
置
い

て
い
る
。
女
の
子
は
不
思
議
そ
う
に
女
性
の
姿
を
見
て
い
る
。

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
以
下
の
と
お
り
。

「
ジ
ラ
ー
ド
に
代
っ
て
…
」
と
末
山
さ
ん
が
墓
参
り
に
き
た　

ヨ
リ
子
ち
ゃ
ん
は
「
あ
の
お
姉
ち
ゃ
ん
は
誰　

ど
う
し
て
泣

く
の
」
と
き
き　

秋
吉
さ
ん
は
答
え
に
窮
し
た　

坂
井
さ
ん

は
熱
心
な
神
道
の
信
者
で　

墓
に
は
「
故
坂
井
奈
加
子
之
命

奥
津
城
」
と
あ
る

秋
吉
さ
ん
と
は
、
坂
井
秋
吉
（
四
七
歳
）
の
こ
と
で
、
ジ
ラ
ー

ド
事
件
の
被
害
者
な
か
さ
ん
の
夫
で
あ
り
、
ヨ
リ
子
ち
ゃ
ん
は
、

坂
井
さ
ん
ご
夫
妻
の
三
女
（
四
歳
）
で
あ
る
。

左
上
に
目
を
転
じ
る
と
、
若
い
米
兵
と
若
い
日
本
女
性
の
写
真
。

一
三
六
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二
月
二
五
日
、
岸
内
閣
が
誕
生
す
る
。
実
質
的
に
は
右
に
述
べ

た
よ
う
に
、
岸
内
閣
は
ジ
ラ
ー
ド
事
件
発
生
と
同
時
に
誕
生
し
た

こ
と
と
な
る
。
そ
の
岸
は
安
保
改
定
に
意
欲
を
燃
や
し
、
後
に
、

安
保
改
定
に
伴
う
事
前
協
議
制
度
の
導
入
に
あ
た
っ
て
、
事
前
協

議
を
必
要
と
し
な
い
密
約
を
締
結
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
疑

わ
れ
る
。
近
年
の
研
究
に
よ
っ
て
、
密
約
締
結
の
事
実
が
明
ら
か

と
な
っ
た
（
4
）
。
岸
は
六
月
に
訪
米
す
る
が
、
そ
の
時
期
、
ア
メ
リ
カ

で
は
ジ
ラ
ー
ド
事
件
が
お
お
き
な
話
題
と
な
っ
て
い
た
。

ジ
ラ
ー
ド
事
件
を
め
ぐ
っ
て
も
、
密
約
が
交
わ
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
問
題
の
解
明
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、

本
書
評
で
紹
介
す
る
山
本
英
政
著
『
米
兵
犯
罪
と
日
米
密
約
│

「
ジ
ラ
ー
ド
事
件
」
の
隠
さ
れ
た
真
実
』
で
あ
る
。
以
下
で
は
、

こ
の
本
を
さ
す
場
合
に
は
「
本
書
」、
同
書
の
著
者
を
示
す
場
合

に
は
「
著
者
」
を
用
い
る
。

果
た
し
て
密
約
の
謎
は
ど
こ
ま
で
解
明
さ
れ
た
の
か
。
本
書
を

紹
介
し
な
が
ら
、
こ
の
謎
に
迫
っ
て
み
た
い
。
ま
ず
は
、
本
書
の

全
体
像
を
示
す
た
め
、
以
下
に
目
次
を
あ
げ
て
お
く
。

ど
ち
ら
に
あ
る
の
か
を
め
ぐ
り
裁
判
所
で
争
わ
れ
た
。
け
っ
き
ょ

く
、
裁
判
権
は
日
本
側
に
あ
る
こ
と
が
確
定
し
、
前
橋
地
裁
で
、

一
九
五
七
年
八
月
二
六
日
に
第
一
回
公
判
が
開
か
れ
、
同
年
一
一

月
一
九
日
、
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
（
2
）
。
判
決
は
、
検
察
側
の
主
張

を
ほ
ぼ
認
め
た
も
の
の
、
ジ
ラ
ー
ド
の
情
状
を
酌
量
し
、「
懲
役

三
年
、
執
行
猶
予
四
年
」
で
あ
っ
た
。
検
察
側
、
弁
護
側
と
も
控

訴
せ
ず
、
一
二
月
三
日
、
判
決
は
確
定
し
た
。
ジ
ラ
ー
ド
は
、
七

月
五
日
に
結
婚
し
た
新
妻
ハ
ル
と
共
に
、
一
二
月
六
日
、
横
浜
港

か
ら
米
軍
用
船
で
帰
国
し
た
。

最
初
に
紹
介
し
た
岸
総
理
と
ジ
ラ
ー
ド
事
件
と
の
関
係
を
み
て

み
よ
う
。
事
件
が
起
っ
た
一
月
三
〇
日
は
、
石
橋
湛
山
首
相
が
脳

梗
塞
で
執
務
不
能
と
な
っ
た
た
め
、
石
橋
内
閣
で
外
務
大
臣
を
務

め
て
い
た
岸
が
首
相
の
臨
時
代
理
と
な
っ
た
日
で
あ
っ
た
。
岸
は
、

二
月
一
四
日
の
衆
議
院
内
閣
委
員
会
に
お
い
て
、
社
会
党
の
茜あ
か
ね

ヶが

久く

保ぼ

重
光
議
員
か
ら
ジ
ラ
ー
ド
事
件
に
つ
い
て
の
決
意
を
問
わ
れ
、

「
わ
れ
わ
れ
民
族
と
し
て
ほ
と
ん
ど
耐
え
忍
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い

よ
う
な
い
ろ
い
ろ
な
案
件
も
過
去
に
お
い
て
も
出
て
き
て
お
り
ま

す
。
今
回
の
案
件
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
わ
れ
わ

れ
は
あ
ら
ゆ
る
方
法
に
よ
っ
て
か
く
の
ご
と
き
こ
と
を
な
く
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。」
と
応
え
て
い
る
（
3
）
。

一
三
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（
一
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八
）

二
．
本
書
の
概
要

以
下
で
は
、
本
書
の
概
要
を
、
目
次
を
追
い
な
が
ら
明
ら
か
に

し
て
い
く
。

ま
え
が
き

「
ま
え
が
き
」
に
は
、
本
書
を
執
筆
し
た
著
者
の
動
機
が
語
ら

れ
て
い
る
。
ジ
ラ
ー
ド
事
件
を
「
通
時
的
か
つ
包
括
的
に
論
じ
た

書
物
は
み
あ
た
ら
な
い
。」（
五
頁
）
の
で
、「
日
本
と
ア
メ
リ
カ

双
方
の
視
点
か
ら
事
件
を
検
証
し
、
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
よ

う
」（
六
頁
）
と
い
う
の
で
あ
る
。
ジ
ラ
ー
ド
事
件
は
、
当
時
、

世
間
の
耳
目
を
集
め
た
だ
け
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、

一
九
五
七
年
の
一
〇
大
ニ
ュ
ー
ス
の
ひ
と
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る

と
い
う
。
た
だ
、
わ
が
国
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
こ
の
事
件
に
関
す

る
ま
と
ま
っ
た
著
作
が
公
刊
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
い
う

よ
り
も
、
学
術
的
な
論
考
で
す
ら
、
非
常
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
（
5
）
。

第
一
章　

米
兵
ジ
ラ
ー
ド
の
犯
罪

こ
の
章
で
は
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
が
発
生
す
る
背
景
が
説
明
さ
れ

て
い
る
。
と
り
わ
け
、「
相
馬
ヶ
原
」
で
、
何
故
、「
弾
拾
い
」
が

ま
え
が
き

第
一
章　

米
兵
ジ
ラ
ー
ド
の
犯
罪

一　

薬
キ
ョ
ウ
に
よ
る
殺
害

二　

意
外
な
情
報
源

三　

相
馬
ヶ
原

四　

弾
を
拾
う

第
二
章　

米
兵
を
立
件
す
る

一　

社
会
党
の
追
及

二　

困
難
な
米
兵
の
立
件
に
挑
む

三　

裁
判
権
を
め
ぐ
る
係
争

第
三
章　
「
ジ
ラ
ー
ド
事
件
」
と
昏
迷
す
る
ア
メ
リ
カ

一　

裁
判
権
で
迷
走
す
る
ア
メ
リ
カ
政
府

二　

ジ
ラ
ー
ド
側
、
政
府
を
訴
え
る

三　

新
聞
と
世
論

四　

紛
糾
す
る
議
会

第
四
章　

下
さ
れ
た
判
決
と
日
米
の
密
約

一　

裁
判
権
の
行
方
と
密
約
の
存
在

二　

公
判
は
じ
ま
る

三　

判
決
と
そ
の
評
価

あ
と
が
き

一
三
八
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九
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の
背
景
に
は
、
内
灘
闘
争
、
砂
川
闘
争
と
い
っ
た
反
米
軍
基
地
運

動
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
思
い
が
け
な
い
情
報
が
、

こ
の
事
件
の
陰
に
あ
っ
た
こ
と
を
著
者
は
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

二
〇
一
三
年
五
月
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
の
被
害
者
坂
井
な
か
さ
ん
の

司
法
解
剖
を
お
こ
な
っ
た
ひ
と
り
で
あ
る
芹
沢
憲
一
医
師
へ
著
者

は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
い
る
。

芹
沢
医
師
の
話
に
よ
る
と
、「
群
馬
大
学
医
学
部
の
別
の
研
究

室
に
所
属
す
る
群
馬
県
出
身
の
同
僚
医
師
が
事
件
の
起
き
た
高
崎

か
ら
選
出
の
社
会
党
議
員
で
は
な
く
、「
基
地
の
ア
カ
ネ
」
の
異

名
を
と
る
群
馬
一
区
（
前
橋
）
の
茜
ヶ
久
保
議
員
に
、「
薬
キ
ョ

ウ
」
で
絶
命
し
た
日
本
婦
人
の
解
剖
の
様
子
と
米
兵
関
与
の
可
能

性
を
伝
え
た
」（
二
六
頁
）
の
だ
と
い
う
。
芹
沢
医
師
は
、
被
害

者
は
「
流
れ
弾
」
に
当
た
っ
た
と
の
こ
と
で
、
司
法
解
剖
を
お
こ

な
っ
た
が
、
実
際
に
は
、「
薬
キ
ョ
ウ
」
で
撃
た
れ
た
事
実
が
判

明
し
た
。
た
だ
、「
社
会
党
お
よ
び
茜
ヶ
久
保
重
光
が
薬
キ
ョ
ウ

の
銃
撃
に
よ
る
な
か
さ
ん
の
死
を
情
報
源
の
保
護
と
い
う
観
点
か

ら
、
当
初
、
あ
え
て
公
表
し
な
か
っ
た
」（
二
九
頁
）
の
で
あ
る
。

事
件
は
、
米
軍
の
基
地
内
で
起
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ

た
が
（
日
米
行
政
協
定
で
相
馬
ヶ
原
は
米
軍
の
基
地
と
し
て
は
認

定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
保
留
状
態
に
あ
っ
た
）、
米
兵
が
関
係
し
、

お
こ
な
わ
れ
て
き
た
の
か
、
相
馬
ヶ
原
の
地
勢
や
歴
史
的
背
景
を
、

『
榛
東
村
誌
』
や
『
上
毛
新
聞
』
な
ど
を
も
と
に
、
丹
念
に
跡
付

け
ら
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
地
味
豊
で
は
な
い
相
馬
ヶ
原
は
、
旧

日
本
軍
の
軍
用
地
と
し
て
利
用
さ
れ
、
戦
後
は
米
軍
に
よ
り
接
収
、

実
戦
訓
練
の
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下

で
、「
弾
拾
い
」
と
い
う
、
米
軍
が
使
用
し
た
砲
弾
の
破
片
や
薬

き
ょ
う
を
拾
う
こ
と
が
広
く
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
犠
牲
と
な
っ

た
坂
井
な
か
さ
ん
は
、
こ
の
「
弾
拾
い
」
中
に
、
ジ
ラ
ー
ド
に
よ

り
射
殺
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

第
一
章
で
特
筆
す
べ
き
は
、
こ
の
事
件
が
ど
の
よ
う
に
し
て
世

に
広
め
ら
れ
た
の
か
、
新
た
な
事
実
を
発
掘
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

事
件
は
、
ま
ず
、
地
元
の
『
上
毛
新
聞
』
が
、
事
件
発
生
の
翌
日

（
一
月
三
一
日
）
の
朝
刊
で
、「
人
妻
、
小
銃
弾
で
即
死　

桃
井
基

地
（
相
馬
ヶ
原
内
の
米
軍
基
地
）
立
ち
入
り
禁
止
区
域
で
彈
拾

い
」
と
い
う
見
出
し
で
、
全
国
紙
に
先
駆
け
て
、
報
じ
ら
れ
た
と

い
う
（
二
三
頁
）。
全
国
紙
が
報
道
す
る
の
は
、
二
月
三
日
に

な
っ
て
か
ら
だ
。
さ
ら
に
、
こ
の
情
報
を
い
ち
早
く
察
知
し
た
の

が
前
出
の
茜
ヶ
久
保
衆
議
院
議
員
で
あ
っ
た
。
当
時
の
同
議
員
の

活
動
は
、
全
国
紙
を
リ
ー
ド
す
る
（
6
）
。

な
ぜ
茜
ヶ
久
保
議
員
は
こ
の
よ
う
な
活
動
が
で
き
た
の
か
。
そ

一
三
九
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手
し
、
担
当
大
臣
や
関
係
の
官
庁
に
迫
っ
て
い
っ
た
。」（
五
五

頁
）
と
い
う
。
同
議
員
に
と
っ
て
は
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
は
、「
占

領
継
続
中
の
現
れ
」（
五
八
頁
）
で
あ
り
、「
被
疑
者
ジ
ラ
ー
ド
の

身
柄
を
日
本
側
で
拘
束
し
、
捜
査
の
主
導
権
を
ア
メ
リ
カ
側
か
ら

奪
う
よ
う
詰
め
寄
っ
た
」（
五
六
│
五
七
頁
）
の
で
あ
る
。

前
年
九
月
、
米
軍
が
使
用
す
る
東
富
士
演
習
場
の
立
ち
入
り
禁

止
区
域
附
近
で
、
弾
を
拾
い
に
来
た
女
性
が
米
兵
に
銃
撃
さ
れ
る

と
い
う
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
に
類
似
し
た
事
件
が
起
っ
て
い
た
こ
と

も
社
会
党
は
明
ら
か
に
す
る
。
政
府
は
こ
の
件
を
ま
っ
た
く
承
知

し
て
お
ら
ず
、
米
軍
相
手
の
捜
査
で
は
、
日
本
の
官
憲
が
頼
り
に

な
ら
な
い
実
態
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
（
六
〇
頁
）。
茜
ヶ
久
保

議
員
を
中
心
と
す
る
社
会
党
の
追
及
に
つ
い
て
、
著
者
は
、「
多

分
に
政
治
的
な
思
惑
に
根
ざ
し
た
も
の
だ
っ
た
と
し
て
も
、
日
本

の
非
力
を
悲
憤
慷
慨
し
ア
メ
リ
カ
側
の
横
暴
を
仮
借
せ
ず
と
す
る

そ
の
姿
勢
に
、
世
間
で
は
溜
飲
を
下
げ
た
の
で
あ
る
。」（
六
三

頁
）
と
評
価
し
て
い
る
。

ジ
ラ
ー
ド
事
件
の
推
移
を
、
こ
の
章
か
ら
明
ら
か
に
し
て
お
こ

う
。
二
月
七
日
、
米
軍
は
、
ジ
ラ
ー
ド
の
発
砲
が
任
務
上
の
こ
と

で
あ
る
と
す
る
公
務
証
明
書
を
発
行
し
た
。
ジ
ラ
ー
ド
の
第
一
次

裁
判
権
は
ア
メ
リ
カ
側
に
あ
り
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

ま
た
、
司
法
解
剖
の
鑑
定
結
果
に
は
箝
口
令
が
敷
か
れ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
情
報
源
の
保
護
が
必
要
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の

結
果
、
こ
の
事
件
は
、
流
れ
弾
に
当
た
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
米

兵
に
よ
る
殺
人
事
件
の
可
能
性
が
出
て
き
た
。

第
二
章　

米
兵
を
立
件
す
る

こ
の
章
で
は
、
ま
ず
、
米
兵
を
立
件
す
る
難
し
さ
が
描
か
れ
、

ジ
ラ
ー
ド
事
件
前
後
に
起
っ
た
米
兵
に
よ
る
四
つ
の
事
件
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
（
五
二
│
五
三
頁
）。
こ
れ
ら
の
裁
判
の
結
果
は
、

無
罪
、
不
起
訴
処
分
、
執
行
猶
予
で
終
わ
っ
た
。
著
者
は
、「
年

間
、
五
、六
〇
〇
〇
件
に
も
及
ぶ
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
米
軍
関
係
者

に
よ
る
犯
罪
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
九
七
パ
ー
セ
ン
ト
も
の
容
疑

者
た
ち
の
多
く
は
帰
国
し
て
し
ま
っ
た
か
、
不
起
訴
処
分
と
さ
れ

た
か
、
あ
る
い
は
彼
ら
の
裁
判
権
が
ア
メ
リ
カ
側
に
移
管
さ
れ
、

日
本
人
被
害
者
た
ち
は
く
や
し
さ
に
身
を
震
わ
せ
泣
き
寝
入
り
さ

せ
ら
れ
た
。」（
五
三
頁
）
と
記
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
衆
参
両
院
の
委
員
会
で
、
社
会
党
が
ジ
ラ
ー
ド
事
件

の
真
相
究
明
に
厳
し
い
姿
勢
で
の
ぞ
ん
だ
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

る
。
す
で
に
、
茜
ヶ
久
保
議
員
の
活
動
は
紹
介
し
た
が
、「
新
聞

な
ど
が
報
じ
て
い
な
い
新
た
な
情
報
を
同
党
は
独
自
の
調
査
で
入

一
四
〇
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約
（
信
夫
）

（
一
四
一
）

著
者
は
、
外
務
省
の
外
交
記
録
公
開
に
よ
っ
て
開
示
さ
れ
た
文

書
の
中
に
、
刑
事
裁
判
権
分
科
会
の
様
子
を
記
し
た
も
の
が
あ
り
、

そ
れ
を
紹
介
し
て
い
る
（
八
〇
│
八
二
頁
）。
ア
メ
リ
カ
側
は
、

ジ
ラ
ー
ド
は
機
関
銃
の
警
護
の
た
め
銃
撃
し
、「
公
務
」
に
あ
た

る
と
主
張
し
た
の
に
対
し
、
日
本
側
は
、
弾
拾
い
の
人
々
が
機
関

銃
を
狙
う
と
い
っ
た
心
配
な
ど
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
の
で
、「
銃

撃
が
機
関
銃
の
警
護
と
な
ん
の
関
わ
り
も
な
い
」（
八
二
頁
）
と

し
、
ア
メ
リ
カ
側
の
公
務
の
主
張
を
完
全
に
論
破
し
て
い
る
。

四
月
二
六
日
付
け
の
国
防
省
か
ら
極
東
軍
司
令
官
ラ
イ
マ
ン
・

レ
ム
ニ
ッ
ツ
ァ
ー
宛
て
の
電
報
（T

elegram
 from

 the 
D
epartm

ent of the A
rm
y to the C

om
m
ander in C

hief, 
F
ar E

ast

（L
em
nitzer

）, D
A
921933

）
が
紹
介
さ
れ
、「
こ
の

件
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
議
会
の
関
心
と
い
う
点
で
考
え
る
と
、
ジ

ラ
ー
ド
を
日
本
の
裁
判
に
預
け
る
に
つ
い
て
は
、
ジ
ラ
ー
ド
を
で

き
る
だ
け
も
っ
と
も
重
く
な
い
罪
で
起
訴
す
る
と
の
確
約
を
日
本

の
司
法
機
関
と
の
合
意
で
取
り
付
け
る
こ
と
が
我
々
の
利
益
に
か

な
っ
て
い
る
。」（
八
三
│
八
四
頁
）（
傍
線
は
本
書
の
強
調
。）
と

し
、
密
約
へ
の
伏
線
と
な
る
記
述
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

著
者
は
、
本
章
を
、「
公
務
証
明
書
を
発
行
し
て
お
き
な
が
ら

裁
判
権
の
行
使
を
放
棄
し
た
米
軍
側
の
譲
歩
は
き
わ
め
て
異
例
な

群
馬
県
警
刑
事
部
長
岡
田
三
千
左
右
と
群
馬
県
籠
原
の
米
陸
軍
憲

兵
隊
長
リ
チ
ャ
ー
ド
・
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
と
の
緊
密
な
協
力
に
よ
り
、

ジ
ラ
ー
ド
の
容
疑
が
固
ま
っ
て
い
く
。「
五
月
一
六
日
に
い
た
っ

て
、
在
日
米
軍
は
ジ
ラ
ー
ド
の
犯
罪
に
つ
い
て
裁
判
権
を
行
使
せ

ず
日
本
へ
移
譲
す
る
」（
七
〇
頁
）
と
発
表
し
た
。
た
だ
、
い
さ

さ
か
疑
問
に
残
る
点
と
し
て
、
県
警
は
、
岡
田
刑
事
部
長
が
主
張

し
た
殺
人
罪
で
送
検
す
る
こ
と
で
固
ま
っ
て
い
た
が
、
け
っ
き
ょ

く
、
傷
害
致
死
で
の
送
検
と
な
っ
た
と
い
う
。
著
者
は
、「
二
月

の
こ
の
と
き
の
県
警
が
殺
人
容
疑
か
ら
一
段
、
落
と
し
て
送
検
し

た
こ
と
に
つ
い
て
は
や
は
り
政
治
的
な
判
断
が
あ
っ
た
と
疑
い
た

く
な
る
。」（
七
四
頁
）
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

米
軍
か
ら
公
務
証
明
書
が
発
行
さ
れ
る
と
、
第
一
次
裁
判
権
は
、

ア
メ
リ
カ
側
が
行
使
す
る
こ
と
と
な
る
。
ジ
ラ
ー
ド
事
件
の
場
合
、

前
橋
地
検
は
、
直
ち
に
、
反
証
が
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
に
異
議
を

唱
え
た
。
日
米
双
方
が
第
一
次
裁
判
権
を
主
張
し
た
結
果
、
公
務

問
題
と
裁
判
権
の
行
方
に
つ
い
て
、
日
米
合
同
委
員
会
の
刑
事
裁

判
権
分
科
会
で
協
議
す
る
こ
と
で
日
米
は
合
意
し
た
。
こ
の
間
の

協
議
に
つ
い
て
は
、「
当
分
科
会
お
よ
び
上
部
組
織
で
あ
る
合
同

委
員
会
の
議
事
録
が
開
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
不
明
で
あ
る
。」

（
八
〇
頁
）
と
い
う
。

一
四
一
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は
、
ジ
ラ
ー
ド
の
日
本
へ
の
裁
判
権
移
譲
を
保
留
に
し
て
し
ま
う
。

つ
ま
り
、
移
譲
を
取
り
消
す
。
五
月
一
八
日
、
日
本
で
は
、
ジ

ラ
ー
ド
が
傷
害
致
死
罪
で
起
訴
さ
れ
て
い
る
。
六
月
四
日
、
国

務
・
国
防
両
省
に
よ
っ
て
、
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
の
移
譲
が
再
決

定
さ
れ
る
。
著
者
は
、
そ
の
間
、
主
に
、
ア
メ
リ
カ
外
交
文
書
集

（F
oreign

 R
elation

s of th
e U

n
ited

 S
tates, 1955-1957

）
か

ら
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
に
関
連
す
る
重
要
な
文
書
を
紹
介
し
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
興
味
を
ひ
く
の
は
、
前
橋
地
検
が
ジ
ラ
ー
ド
を
傷
害

致
死
罪
で
起
訴
す
る
に
あ
た
っ
て
、
日
米
間
で
密
約
が
交
わ
さ
れ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
章
か
ら
い
く
つ
か

紹
介
し
て
お
き
た
い
。

五
月
二
〇
日
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
Ｒ
・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
国
務
次
官

補
（
極
東
問
題
担
当
）
か
ら
国
務
省
へ
の
覚
書
に
、「
日
本
と
は

・

・

・

・

密
約
で
傷
害
致
死
よ
り
重
い
罪
を
問
わ
な
い
こ
と
で
合
意
が
で
き

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

て
お
り

・

・

・

、
さ
ら
に
日
本
の
裁
判
所
が
重
く
な
い
判
決
を
与
え
る
と

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

の
合
意
も
で
き
て
い
る

・

・

・

・

・

・

・

・

・

。」（
一
〇
四
頁
）（
傍
点
は
本
書
の
強
調
。）

と
あ
る
。
著
者
は
、「
そ
れ
に
し
て
も
五
月
二
〇
日
の
ロ
バ
ー
ト

ソ
ン
の
電
信
の
な
か
で
、
日
米
間
で
は
日
本
の
裁
判
所
が
ジ
ラ
ー

ド
を
軽
い
刑
で
裁
く
と
の
約
束
が
な
さ
れ
て
い
る
と
明
言
し
て
い

る
こ
と
に
は
驚
愕
す
る
。」（
一
〇
六
頁
）
と
、
驚
き
を
隠
せ
な
い
。

こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
米
兵
ジ
ラ
ー
ド
の
量
刑
に
日
本
の

司
法
が
手
心
を
加
え
る
と
の
政
治
的
な
妥
協
に
よ
っ
て
補
填
さ
れ

た
の
で
あ
る
。」（
八
六
頁
）
と
結
ん
で
い
る
。

第
三
章　
「
ジ
ラ
ー
ド
事
件
」
と
昏
迷
す
る
ア
メ
リ
カ

本
章
で
は
、
五
月
一
六
日
、
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
を
ア
メ
リ
カ

側
が
放
棄
し
、
日
本
側
へ
移
譲
す
る
こ
と
を
米
極
東
軍
司
令
部
が

決
定
し
て
か
ら
、
七
月
一
七
日
、
米
下
院
本
会
議
で
、「
米
兵
の

裁
判
権
を
公
務
の
内
外
に
か
か
わ
ら
ず
ア
メ
リ
カ
側
が
行
使
で
き

る
よ
う
協
定
﹇
行
政
協
定
﹈
を
改
定
す
る
。
そ
れ
が
か
な
わ
な
い

と
き
に
は
協
定
を
改
定
す
る
こ
と
を
大
統
領
に
依
頼
す
る

・

・

・

・

」

（
一
四
九
頁
）（
傍
点
は
本
書
の
強
調
。）
と
の
決
議
案
が
、
可
否

同
数
で
否
決
さ
れ
る
ま
で
の
二
ヶ
月
間
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
ジ

ラ
ー
ド
の
裁
判
権
を
放
棄
し
た
と
の
ア
メ
リ
カ
側
決
定
は
、
ア
メ

リ
カ
政
府
、
裁
判
所
、
議
会
を
巻
き
込
み
、
お
お
き
な
話
題
と
な

り
、
ア
メ
リ
カ
国
民
に
も
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
伝
わ
る
様
子
が
描

か
れ
て
い
る
。

そ
の
経
過
を
追
う
と
、
五
月
一
六
日
、
先
に
示
し
た
よ
う
に
、

ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
を
日
本
側
へ
移
譲
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
翌
一
七
日
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
国
防
長
官

一
四
二
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犯
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と
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米
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約
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）

（
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四
三
）

ダ
レ
ス
国
務
長
官
と
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
国
務
次
官
補
（
極
東
問
題
担

当
）
と
の
複
数
の
通
話
の
中
で
、
ダ
レ
ス
は
、「
日
本
と
の
密
約

（
日
本
が
殺
人
罪
で
は
起
訴
し
な
い
）
に
言
及
」（
一
〇
九
頁
）
し

た
と
い
う
。

六
月
四
日
、
国
務
・
国
防
両
省
に
よ
る
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
移

譲
の
再
決
定
が
な
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
日
本
側
で
裁
判
が
開
始
さ

れ
る
と
思
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
翌
五
日
、
そ
の
決
定
を
不
服
と

し
て
、
ジ
ラ
ー
ド
の
親
族
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
連
邦
地
裁
に
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｓ
・
ジ
ラ
ー
ド
の
名
で
提
訴
し
た
。
訴
え
の
内
容

は
、「
ジ
ラ
ー
ド
事
件
は
米
軍
の
演
習
場
内
で
起
き
た
公
務
内
の

事
項
で
第
一
次
の
裁
判
権
は
ア
メ
リ
カ
側
に
あ
り
、
日
本
の
法
の

影
響
は
受
け
な
い
。
日
本
が
裁
判
を
行
う
た
め
に
米
軍
が
ジ
ラ
ー

ド
の
身
柄
を
拘
束
し
て
い
る
の
は
違
法
で
あ
る
。」（
一
一
七
頁
）

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

連
邦
地
裁
は
、
六
月
一
八
日
に
判
決
を
下
し
、「
ジ
ラ
ー
ド
の

事
犯
を
公
務
内
の
こ
と
と
判
断
し
裁
判
権
は
ア
メ
リ
カ
側
に
あ
る

と
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
身
柄
を
日
本
へ
渡
す
こ
と
は
ジ
ラ
ー
ド

の
も
つ
憲
法
の
権
利
を
侵
害
す
る
と
し
て
、
そ
の
引
き
渡
し
を
禁

じ
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
ジ
ラ
ー
ド
の
身
柄
の
確
保
に
つ
い
て
は

米
軍
下
に
置
か
れ
て
い
る
現
状
か
ら
、
人
身
保
護
の
必
要
は
な
い

著
者
は
原
文
も
引
用
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
も
紹
介
し
て
お
き
た

い
。“Japan also agreed to recom

m
end, through Japanese 

procuratorial channels, that the Japanese court 
m
itigate the sentence to the m

axim
um
 practicable 

extent, considering the circum
stances of the case. ”

（
日
本
は
ま
た
事
件
を
考
慮
し
て
関
係
の
機
関
を
通
じ
て
日

本
の
裁
判
所
に
可
能
な
か
ぎ
り
刑
を
軽
減
す
る
よ
う
提
言
す

る
こ
と
に
合
意
し
た
）（
一
〇
六
│
一
〇
七
頁
）

こ
れ
だ
け
で
は
、
密
約
が
存
在
し
て
い
た
と
判
断
す
る
の
は
む

ず
か
し
い
が
、
著
者
は
、「
整
理
す
れ
ば
、
日
米
間
に
は

一
九
五
三
年
の
行
政
協
定
の
改
定
時
に
交
わ
さ
れ
た
「
米
兵
を
日

本
で
は
滅
多
に
裁
判
し
な
い
」
と
い
う
大
密
約
が
あ
り
、
ジ
ラ
ー

ド
事
件
で
は
例
外
と
し
て
米
兵
を
日
本
が
裁
き
は
す
る
が
軽
い
判

決
を
下
す
と
い
う
第
二
の
密
約
が
交
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。」

（
一
〇
七
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
に
、

若
干
、
考
察
し
て
み
た
い
。

密
約
に
関
し
て
は
、
五
月
二
五
日
の
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー
・

一
四
三
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緯
が
あ
ら
た
め
て
描
か
れ
て
い
る
。
一
九
五
七
年
五
月
一
六
日
、

日
米
合
同
委
員
会
は
被
疑
者
ジ
ラ
ー
ド
を
日
本
の
司
法
で
裁
く
と

公
表
、
翌
一
七
日
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
国
防
長
官
が
「
完
全
な
審
査
が

す
む
ま
で
ジ
ラ
ー
ド
三
等
特
技
下
士
官
を
日
本
側
の
法
廷
に
引
き

渡
さ
な
い
」
と
発
表
、
五
月
一
八
日
、
検
察
は
ジ
ラ
ー
ド
を
傷
害

致
死
罪
で
起
訴
、
六
月
四
日
、
国
務
省
と
国
防
総
省
の
両
長
官
は

当
初
の
日
米
の
合
意
ど
お
り
、「
ジ
ラ
ー
ド
事
件
」
の
裁
判
権
を

日
本
へ
渡
す
と
の
声
明
を
発
表
し
た
。
そ
の
間
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件

を
め
ぐ
っ
て
、
日
米
間
で
な
ん
ら
か
の
合
意
に
い
た
っ
た
こ
と
を

示
す
文
書
を
、
著
者
が
翻
訳
し
、
紹
介
し
て
い
る
。

五
月
二
三
日
・
二
四
日
付
け
の
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
二

世
駐
日
米
大
使
か
ら
国
務
省
宛
電
報
で
、
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
問

題
で
日
本
か
ら
譲
歩
を
引
き
出
す
の
は
困
難
で
あ
る
、
と
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
は
主
張
し
て
い
る
。
折
も
折
り
、
五
月
二
〇
日
深
夜
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
曹
長
が
、
台
湾
の
台
北
市
の
自
宅
付

近
で
、
劉
自
然
を
射
殺
し
、
軍
法
会
議
に
か
け
ら
れ
、
無
罪
と

な
っ
た
（
8
）
。
こ
の
判
決
に
対
す
る
台
湾
人
の
怒
り
が
暴
動
に
発
展
し

た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
い
わ
ゆ
る
レ
イ
ノ
ル
ズ
事
件
に
も
言
及

し
て
い
る
。
け
っ
き
ょ
く
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
は
、
二
五
日
、
大
統

領
の
判
断
を
仰
ぎ
、
ジ
ラ
ー
ド
を
日
本
の
裁
判
に
付
す
こ
と
が
決

と
し
て
却
下
し
た
」（
一
二
一
頁
）
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
判
決
の
翌
日
（
六
月
一
九
日
）、
岸
総
理
は
初
の
訪
米
を

ひ
か
え
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
関
係
者
は
そ
の
対
応
に
神
経
を
使
っ

た
と
い
う
（
一
二
二
│
一
二
三
頁
）。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領

の
回
顧
録
に
よ
る
と
、
サ
ム
・
レ
イ
バ
ー
ン
下
院
議
長
（
民
主

党
）
は
、
岸
首
相
の
訪
米
を
取
り
消
す
よ
う
政
府
に
要
望
し
た
が
、

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
そ
れ
を
拒
否
し
て
い
る
（
7
）
。

ア
メ
リ
カ
政
府
は
こ
の
地
裁
の
判
決
を
不
服
と
し
、
最
高
裁
へ

の
上
告
手
続
に
入
っ
た
。
七
月
一
一
日
、
最
高
裁
の
裁
定
が
下
さ

れ
、「
ア
メ
リ
カ
政
府
は
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
を
放
棄
し
、
そ
れ

を
日
本
へ
移
管
す
る
権
利
を
有
す
る
と
し
て
、
先
の
連
邦
地
裁
の

判
断
を
退
け
た
」（
一
三
四
頁
）
の
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
政
府

の
決
定
が
上
院
の
承
認
を
得
た
日
米
行
政
協
定
に
則
っ
て
お
り
、

ア
メ
リ
カ
の
憲
法
や
法
令
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
の
理
由

か
ら
と
あ
る
。
残
る
は
、
下
院
本
会
議
に
お
け
る
行
政
協
定
改
定

の
決
議
案
の
み
で
あ
っ
た
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
可
否

同
数
で
否
決
さ
れ
て
い
る
。

第
四
章　

下
さ
れ
た
判
決
と
日
米
の
密
約

こ
の
章
で
は
、
ま
ず
、
日
本
で
の
裁
判
が
開
か
れ
る
ま
で
の
経

一
四
四
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ム
に
は
、「
彼
ら
（
日
本
側
）
は
、
合
同
委
員
会
で
合
意
で
き
な

か
っ
た
と
き
に
な
さ
れ
た
秘
密
の
取
り
決
め
に
き
わ
め
て
忠
実
に

従
っ
て
い
る
」（
二
一
一
頁
）
と
い
う
。

五
月
一
六
日
、
合
同
委
員
会
が
、
ジ
ラ
ー
ド
を
日
本
の
司
法
で

裁
く
と
発
表
し
た
。
そ
の
前
に
、
合
同
委
員
会
で
密
約
が
交
わ
さ

れ
た
。
検
察
側
は
、
ジ
ラ
ー
ド
を
傷
害
致
死
よ
り
重
い
罪
名
（
残

る
と
し
た
ら
殺
人
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
）
で
は
起
訴
し
な
い
、

ま
た
、
裁
判
所
に
対
し
て
も
な
ん
ら
か
の
働
き
か
け
を
お
こ
な
い
、

可
能
な
限
り
軽
い
判
決
に
す
る
、
と
い
う
筋
書
き
が
見
え
て
く
る
。

た
だ
、
本
当
に
こ
の
密
約
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
密
約
の
内
容

と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
ア
メ
リ
カ
側

の
断
片
的
な
史
料
で
は
、
明
確
で
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
著
者
は
、
八
月
二
六
日
の
初
公
判
か
ら
、
一
一
月
九

日
の
判
決
の
日
ま
で
の
一
三
回
の
公
判
と
三
回
の
実
地
検
証
の
様

子
を
、
お
も
に
新
聞
記
事
を
利
用
し
な
が
ら
記
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
著
者
は
、「
こ
の
節
で
、
わ
た
し
は
裁
判
の
詳
細
を
記
す
こ

と
は
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
判
決
は
日
米
間
の
「
で
き
る
だ
け
重

く
な
い
刑
」
で
済
ま
せ
る
と
の
密
約
の
影
響
を
受
け
て
い
た
の
だ

か
ら
。」（
一
八
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
注
5
が
付

さ
れ
、「
山
本
英
政
「
ジ
ラ
ー
ド
事
件
追
考
③

│
裁
判
権
を
め

ま
っ
た
。
こ
の
判
断
を
仰
ぐ
た
め
、
国
務
省
が
作
成
し
た
「
草
案

覚
書
」
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
こ
の
事
件
で
合
衆
国
は
裁
判
権
を
行
使
し
な
い

と
決
定
し
た
合
同
委
員
会
に
お
い
て
、
あ
る
合
意
が
な
さ
れ

た
。
日
本
の
方
は
、
極
秘
扱
い
で
、
ジ
ラ
ー
ド
を
で
き
る
だ

け
も
っ
と
も
重
く
な
い
罪
で
起
訴
し
さ
ら
に
状
況
に
応
じ
て

も
っ
と
も
軽
い
判
決
を
日
本
の
裁
判
所
に
勧
告
す
る
こ
と
に

同
意
し
た
。（
一
六
九
頁
）（
傍
線
は
本
書
の
強
調
。）

そ
の
ほ
か
、
時
間
が
前
後
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
五
月
二
五
日

の
ダ
レ
ス
国
務
長
官
と
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
国
務
次
官
補
と
の
電
話
で
、

ダ
レ
ス
は
、「
彼
（
ジ
ラ
ー
ド
）
は
殺
人
で
は
起
訴
し
な
い
と
の

あ
る
種
の
裏
取
引
が
日
本
と
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
」

（
二
一
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
五
月
二
〇
日
の
ロ
バ
ー

ト
ソ
ン
か
ら
ダ
レ
ス
宛
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
に
は
、「
妥
協
の
一
部

と
し
て
（
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
を
日
本
に
渡
す
こ
と
）、
日
本
は

ジ
ラ
ー
ド
を
傷
害
致
死
よ
り
重
い
罪
で
起
訴
し
な
い
密
約
を
同
意

の
う
え
で
結
ん
だ
」（
二
一
一
頁
）
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
五
月

二
一
日
の
ダ
レ
ス
国
務
長
官
の
執
務
室
で
の
会
議
の
メ
モ
ラ
ン
ダ

一
四
五
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は
、
ジ
ラ
ー
ド
が
「
空
包
を
被
害
者
の
身
体
に
命
中
さ
せ
る
よ
う

に
ね
ら
い
う
ち
し
た
」
と
主
張
し
た
の
に
対
し
、
裁
判
所
は
、

「
坂
井
さ
ん
の
身
辺
を
ね
ら
っ
て
空
包
を
う
っ
た
」
と
認
定
し
て

い
る
（
9
）
。
身
体
そ
の
も
の
を
狙
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
身
辺
か
の
違

い
で
あ
る
。

こ
の
判
決
の
評
価
に
つ
い
て
、
著
者
は
、
各
種
新
聞
記
事
の
論

評
を
引
用
し
、
ま
た
、
な
か
さ
ん
の
死
に
つ
い
て
は
、
前
出
の
検

死
医
、
芹
沢
憲
一
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
な
話
を
聞
い
た
と
い
う
。

ジ
ラ
ー
ド
の
撃
っ
た
薬
キ
ョ
ウ
は
、
直
径
、
約
一
〇
ミ
リ
の

平
ら
な
底
部
を
先
端
に
し
て
な
か
さ
ん
の
左
背
部
か
ら
体
内

に
入
り
、
第
七
肋
間
を
通
過
し
心
臓
の
上
部
か
ら
出
る
下
状

大
動
脈
を
破
損
さ
せ
て
、
な
か
さ
ん
を
出
血
死
さ
せ
た
。
芹

沢
医
師
は
薬
キ
ョ
ウ
の
底
部
の
直
径
よ
り
少
し
だ
け
大
き
い

幅
の
肋
間
を
薬
キ
ョ
ウ
が
通
り
抜
け
た
こ
と
を
、

「
あ
り
得
な
い
こ
と
だ
」

と
い
っ
た
。
尖
っ
た
先
端
が
通
過
し
た
の
で
は
な
い
。
薬

キ
ョ
ウ
の
平
ら
な
底
部
が
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
も
肋
骨
に
触
れ

て
い
れ
ば
、

「
薬
キ
ョ
ウ
は
傾
き
上
下
い
ず
れ
か
の
肋
骨
に
当
た
り
、

ぐ
っ
て
」『
マ
テ
シ
ス
・
ウ
ニ
ウ
ェ
ル
サ
リ
ス
』
第
一
六
巻
第
一

号
、
平
成
二
六
年
一
一
月
二
九
日
、
一
三
│
一
四
頁
、
密
約
に
つ

い
て
は
注
二
八
に
詳
し
く
書
い
て
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。」

（
二
一
三
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
注
の
内
容
は
、
本
書

二
一
一
頁
の
注
12
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

こ
れ
に
続
き
、
著
者
は
、「
で
は
、
こ
う
し
た
筋
書
き
の
あ
る

裁
判
に
つ
い
て
本
節
で
は
な
に
を
論
ず
る
か
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
答
え
た
い
。
米
軍
の
占
領
以
降
、
米
兵
に
よ
る
犯
罪
の

被
害
に
た
だ
た
だ
「
堪
忍
」
を
強
い
ら
れ
て
き
た
日
本
人
に
と
っ

て
、
米
兵
ジ
ラ
ー
ド
が
日
本
の
裁
き
の
場
に
立
つ
こ
と
は
そ
れ
ま

で
の
被
害
者
た
ち
の
無
念
の
一
部
で
も
晴
ら
せ
る
千
載
一
遇
の

チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
こ
の
裁
判
が
日
本
で
開
か
れ
た

こ
と
は
裏
取
り
引
き
の
事
情
を
知
ら
な
い
当
時
の
人
々
に
と
っ
て

ま
さ
に
光
明
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
そ
れ
は
ま
た
、
人
心
を
欺
い
た

こ
と
と
し
て
重
大
な
問
題
で
あ
っ
た
の
だ
。」（
一
八
二
頁
）
と
指

摘
し
て
い
る
。

一
一
月
五
日
、
弁
護
側
は
最
終
弁
論
を
終
え
、
一
一
月
一
九
日

に
判
決
が
下
っ
た
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
判
決
は
懲
役
三
年
、

執
行
猶
予
四
年
で
あ
っ
た
。
検
察
側
と
裁
判
所
の
事
実
認
定
は
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
唯
一
の
違
い
に
触
れ
て
お
こ
う
。
検
察
側

一
四
六
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あ
と
が
き

一
九
五
七
年
一
二
月
一
六
日
、
ジ
ラ
ー
ド
と
そ
の
妻
ハ
ル
の

乗
っ
た
米
軍
艦
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
に
碇
を
下
ろ
し
た
。

九
九
七
名
の
兵
士
と
そ
の
家
族
が
降
り
立
っ
た
。
ジ
ラ
ー
ド
と
ハ

ル
が
タ
ラ
ッ
プ
を
降
り
て
き
た
と
き
、
ブ
ー
イ
ン
グ
が
お
こ
っ
た

と
い
う
。「
薬
キ
ョ
ウ
を
使
っ
て
被
害
女
性
を
誘
き
寄
せ
怯
え
て

逃
げ
る
女
性
を
う
し
ろ
か
ら
撃
っ
た
卑
劣
な
行
為
は
、
ジ
ラ
ー
ド

に
「
卑
怯
者
」
の
烙
印
を
押
し
た
」（
二
二
〇
頁
）
の
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
著
者
は
、
密
約
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。

本
件
の
よ
う
な
米
兵
に
よ
る
刑
事
事
件
の
密
約
は
被
害
者

の
人
権
を
二
重
に
踏
み
に
じ
る
重
大
な
加
害
行
為
で
あ
り
、

そ
れ
は
ま
た
事
件
の
経
過
を
見
守
る
国
民
へ
の
裏
切
り
で
あ

る
。し

か
も
密
約
の
事
実
を
、
決
ま
っ
て
ア
メ
リ
カ
側
の
秘
密

文
章
の
開
示
で
知
る
し
か
な
い
屈
辱
は
新
た
に
成
立
し
た
特

定
秘
密
保
護
法
で
さ
ら
に
助
長
さ
れ
る
。

米
兵
犯
罪
は
米
軍
基
地
が
あ
る
か
ぎ
り
な
く
な
ら
な
い
。

（
二
二
〇
│
二
二
一
頁
）

あ
の
よ
う
に
ま
っ
す
ぐ
肋
間
を
通
過
す
る
こ
と
は
な
く
、
致

命
傷
と
な
ら
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
も
薬
キ
ョ
ウ

は
な
か
さ
ん
の
着
て
い
た
着
物
も
貫
い
て
い
る
」

と
芹
沢
は
い
っ
た
（
二
〇
一
│
二
〇
二
頁
）。

ジ
ラ
ー
ド
の
放
っ
た
薬
キ
ョ
ウ
は
、
た
ま
た
ま
肋
間
の
間
を
直

角
に
抜
け
、
大
動
脈
を
破
損
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
不
幸

な
偶
然
に
よ
っ
て
、
な
か
さ
ん
の
命
は
奪
わ
れ
た
。

著
者
は
、「
お
そ
ら
く
、
ジ
ラ
ー
ド
は
な
か
さ
ん
の
身
辺
す
れ

す
れ
か
、
も
し
く
は
検
察
の
主
張
し
た
身
体
の
一
部
に
当
て
る
つ

も
り
で
撃
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
自
分
た
ち
が
訓
練
す
る
現

場
に
、
弾
を
拾
い
に
や
っ
て
く
る
日
本
人
た
ち
に
、
よ
し
ん
ば
強

い
人
種
偏
見
を
も
た
な
か
っ
た
に
し
ろ
蔑
み
疎
ん
じ
る
気
持
ち
は

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
二
〇
歳
そ
こ
そ
こ
の
、
思
慮
を
欠
い
た
駐
留

米
兵
ジ
ラ
ー
ド
は
抑
え
の
利
か
な
い
、
い
た
ず
ら
心
か
ら
、
度
を

超
し
た
遊
び
に
浸
り
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
を
引
き
起
こ

し
た
の
で
あ
る
。」（
二
〇
四
頁
）
と
、
こ
の
事
件
を
総
括
し
て
い

る
。

一
四
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新
た
な
事
実
も
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、
ア
メ
リ
カ
で
も
、
日

米
地
位
協
定
あ
る
い
は
ジ
ラ
ー
ド
事
件
へ
の
関
心
が
あ
ら
た
め
て

高
ま
っ
て
お
り
（
10
）
、
本
書
の
刊
行
は
ま
さ
に
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

本
書
が
『
米
兵
犯
罪
と
日
米
密
約
』
と
銘
打
っ
て
お
り
、
ど
こ

ま
で
ジ
ラ
ー
ド
事
件
の
「
密
約
」
に
迫
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
点
に
も
っ
と
も
関
心
が
集
ま
る
。
こ

の
あ
た
り
を
中
心
に
、
本
書
を
参
照
し
な
が
ら
、
若
干
、
考
察
し

て
み
た
い
。
な
お
、
本
書
評
で
は
、
著
者
が
指
摘
し
て
い
る
点
、

な
ら
び
に
、
ア
メ
リ
カ
外
交
文
書
集
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
お
断

り
し
て
お
く
。

ポ
イ
ン
ト
は
ふ
た
つ
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ひ
と
つ
は
、
ジ
ラ
ー

ド
事
件
を
め
ぐ
り
、
日
米
合
同
委
員
会
で
交
わ
さ
れ
た
と
さ
れ
る

密
約
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
日
米
行
政
協
定
第
一
七
条
（
刑

事
裁
判
権
条
項
）
が
、
一
九
五
三
年
九
月
に
改
正
さ
れ
る
が
、
そ

の
際
、
日
本
側
が
軽
微
な
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
裁
判
権
を
放
棄
し

た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
密
約
に
つ
い
て
で
あ
る
。

ジ
ラ
ー
ド
事
件
に
お
け
る
密
約

ジ
ラ
ー
ド
事
件
の
裁
判
管
轄
権
を
め
ぐ
り
、
日
米
と
も
に
第
一

三
．
若
干
の
考
察

ジ
ラ
ー
ド
事
件
は
、
来
年
で
、
発
生
か
ら
六
〇
年
を
迎
え
る
。

当
時
と
今
と
で
は
、
国
際
情
勢
も
お
お
き
く
変
わ
り
、
日
本
に
駐

留
す
る
米
兵
の
数
も
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
事
件

を
過
去
の
で
き
ご
と
と
簡
単
に
片
付
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

米
軍
が
日
本
に
駐
留
し
、
依
然
と
し
て
多
く
の
基
地
を
使
用
し
て

い
る
現
状
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
米
兵
の
犯
罪
に
よ
っ
て
被
害
を

受
け
た
人
々
や
家
族
の
心
の
痛
み
や
苦
し
み
は
、
六
〇
年
前
で
も

今
で
も
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ジ
ラ
ー
ド
事
件
に
あ
ら
た
め
て
光

を
あ
て
て
み
る
こ
と
は
、
今
日
の
日
米
関
係
の
あ
り
か
た
、
よ
り

具
体
的
に
は
、
日
本
の
安
全
保
障
と
米
軍
が
日
本
に
駐
留
す
る
こ

と
の
意
味
を
理
解
す
る
う
え
で
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

本
書
は
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
に
つ
い
て
、
そ
の
全
体
像
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
点
、
き
わ
め
て
高
く
評
価
で
き
る
。
著
者
は
、
日
本

の
新
聞
記
事
や
雑
誌
の
論
考
に
加
え
、
ア
メ
リ
カ
の
新
聞
も
丹
念

に
渉
猟
し
、
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
の
外
交
文
書
集
を
引
用
し
な
が

ら
、
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
管
轄
権
の
問
題
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た

の
か
、
合
同
委
員
会
に
お
け
る
密
約
と
は
何
か
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
著
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て

一
四
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ず
、
ア
メ
リ
カ
側
代
表
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

し
か
し
、
ジ
ラ
ー
ド
の
い
う
こ
と
を
重
要
視
す
れ
ば
、
我
々

と
し
て
は
彼
が
機
関
銃
の
警
護
の
た
め
に
銃
撃
し
た
と
結
論

づ
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
誤
っ
て
あ
の
よ
う
な
こ
と
を
し

て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
我
々
と
し
て
は
彼
の
銃

撃
の
目
的
を
否
定
で
き
な
い
。
ジ
ラ
ー
ド
の
い
う
こ
と
を
信

じ
れ
ば
、
彼
が
公
務
を
執
行
し
た
と
は
思
わ
な
い
か
？

（
八
二
頁
）

こ
れ
に
日
本
側
代
表
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
反
駁
し
て
い
る
。

公
務
執
行
中
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
結
論
に
つ
い
て

だ
が
、
我
々
は
す
べ
て
の
証
言
を
考
慮
に
入
れ
た
。
…
全
体

を
み
わ
た
せ
ば
、
彼
の
い
う
機
関
銃
を
警
護
す
る
目
的
に
よ

る
威
嚇
射
撃
と
い
う
言
い
分
を
信
じ
る
に
値
し
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
そ
の
主
張
を
く
つ
が
え
す
証
拠
と
証
言
の
方
に
重
み

が
あ
る
か
ら
だ
。
銃
撃
が
機
関
銃
の
警
護
と
な
ん
の
関
わ
り

も
な
い
と
す
る
の
が
我
々
の
立
場
で
あ
る
。（
八
二
頁
）

次
裁
判
権
を
主
張
し
た
た
め
、
そ
の
解
決
は
日
米
合
同
委
員
会
に

委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
合
同
委
員
会
は
、
行
政
協
定

第
二
六
条
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
行
政
協
定
の
実
施
に
関
し
協
議

が
必
要
な
場
合
に
は
、
日
米
い
ず
れ
も
、
い
つ
で
も
協
議
を
要
請

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ジ
ラ
ー
ド
事
件
の
場
合
、
日
本
側

の
開
催
要
請
を
受
け
、
三
月
七
日
、
合
同
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

ジ
ラ
ー
ド
の
公
務
問
題
と
裁
判
権
の
行
方
に
つ
い
て
は
専
門
の
下

部
組
織
で
あ
る
刑
事
裁
判
権
分
科
会
で
話
し
合
う
こ
と
で
合
意
に

い
た
っ
た
。
こ
の
分
科
会
は
、
同
月
一
二
日
か
ら
協
議
を
開
始
し
、

日
本
側
は
津
田
實
法
務
省
秘
書
課
長
、
ア
メ
リ
カ
側
は
ケ
ネ
ス
・

Ｊ
・
ホ
ド
ソ
ン
大
佐
が
代
表
で
あ
っ
た
（
11
）
。

著
者
は
、
こ
の
裁
判
権
分
科
会
に
お
け
る
協
議
の
様
子
に
つ
い

て
、
外
交
史
料
館
所
蔵
の
『
在
本
邦
駐
留
軍
人
刑
事
事
件
関
係
雑

件　

米
国
軍
人
関
係　

相
馬
ヶ
原
事
件
』
第
二
巻
所
収
の
在
米
特

命
全
権
大
使
朝
海
浩
一
郎
発
外
務
大
臣
藤
山
愛
一
郎
宛
政
第

二
六
四
七
号
「
ジ
ラ
ー
ド
事
件
に
関
す
る
最
高
裁
判
所
の
判
決
に

関
す
る
件
」
の
別
添
ア
メ
リ
カ
側
資
料
を
翻
訳
し
、
紹
介
し
て
い

る
。
す
で
に
一
部
を
引
用
し
た
が
、
そ
の
重
要
性
に
鑑
み
、
核
心

と
な
る
発
言
を
再
録
し
て
お
き
た
い
。
果
た
し
て
、
ジ
ラ
ー
ド
に

よ
る
な
か
さ
ん
へ
の
銃
撃
が
公
務
に
当
た
る
か
否
か
で
あ
る
。
ま

一
四
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判
決
を
軽
く
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
に
同
意
し
た
」
と
い
う
（
13
）
。

そ
の
ほ
か
、F

R
U

S

に
は
、
ダ
レ
ス
国
務
長
官
と
ロ
バ
ー
ト

ソ
ン
国
務
次
官
補
と
の
五
月
二
五
日
の
通
話
記
録
が
あ
り
、
ダ
レ

ス
は
、
日
本
側
が
殺
人
罪
で
ジ
ラ
ー
ド
を
起
訴
し
な
い
と
い
う
あ

る
種
の
裏
取
り
引
き
（side deal

）
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
14
）
。
さ

ら
に
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
国
務
省
で
準
備
さ
れ
た
ジ
ラ
ー
ド
事

件
に
関
す
る
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
宛
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
草
案
で

も
言
及
さ
れ
て
い
る
（
15
）
。

F
R

U
S

に
登
場
す
る
密
約
の
記
述
は
以
上
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、

密
約
そ
れ
自
体
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
、

著
者
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
合
同
委
員
会
刑
事
裁
判
権
分
科
会
に

関
す
る
資
料
が
公
開
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
ど
の
よ
う
な
協
議
が

お
こ
な
わ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
た
い
く
つ
か
の
日
米
密
約
の
場
合
、

口
頭
の
約
束
と
い
う
形
式
は
考
え
に
く
く
、
な
ん
ら
か
の
形
で
文

書
化
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
刑
事
裁
判

権
を
め
ぐ
る
日
米
密
約
の
場
合
、
先
に
登
場
し
た
津
田
實
（
当
時
、

法
務
省
総
務
課
長
）
が
、
日
米
合
同
委
員
会
の
刑
事
裁
判
権
分
科

会
で
、
日
本
の
政
策
の
一
方
的
陳
述
と
い
う
形
で
、
密
約
を
交
わ

し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
（
16
）
。
こ
れ
は
た
ん
な
る
推

行
政
協
定
第
一
七
条
第
三
項
⒜
ⅱ
に
よ
れ
ば
、
公
務
執
行
中
の

罪
は
ア
メ
リ
カ
側
に
裁
判
権
が
あ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の

問
題
は
、
け
っ
き
ょ
く
、
日
米
間
で
妥
協
が
成
立
し
た
と
い
う
。

本
書
で
も
引
用
さ
れ
て
い
る“M

em
orandum

 F
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に
は
重
要
な
記
述
が
み
ら
れ
る
（
12
）
。

そ
の
点
を
以
下
に
示
し
て
お
こ
う
。

刑
事
裁
判
権
分
科
会
で
裁
判
管
轄
権
が
日
米
ど
ち
ら
に
あ
る
の

か
、
決
着
が
つ
か
ず
、
こ
の
問
題
は
袋
小
路
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
た
め
日
米
間
で
妥
協
が
成
立
し
た
と
い
う
。
そ
の
妥
協
に
は
、

秘
密
取
り
決
め
が
あ
り
、
日
本
側
は
、
刑
法
第
二
〇
五
条
（
法
定

刑
二
年
〜
一
五
年
）
の
傷
害
致
死
以
上
の
重
い
罪
で
起
訴
し
な
い

こ
と
に
同
意
し
た
と
さ
れ
る
。
な
お
、
法
定
刑
二
年
〜
一
五
年
と

い
う
の
は
、“the penalty is tw

o to fi fteen years ”

の
訳
で
あ

る
が
、
刑
法
の
条
文
に
は
、「
三
年
以
上
の
有
期
懲
役
」
と
あ
る
。

さ
ら
に
、
日
本
側
は
、「
ジ
ラ
ー
ド
事
件
の
状
況
を
考
慮
し
、
日

本
の
検
察
の
経
路
を
通
じ
て
、
日
本
の
裁
判
所
が
可
能
な
か
ぎ
り

一
五
〇
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公
務
と
は
無
関
係
な
、
い
た
ず
ら
半
分
の
発
砲
。
明
ら
か
に
傷
害

の
犯
意
が
あ
っ
た
」
と
し
て
、
懲
役
五
年
を
求
刑
し
て
い
る
（
18
）
。
た

だ
、
執
行
猶
予
は
三
年
以
下
で
な
い
と
つ
か
な
い
の
で
、
こ
の
求

刑
ど
お
り
の
判
決
で
あ
れ
ば
、
執
行
猶
予
は
な
い
。
実
際
の
判
決

は
、
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
懲
役
三
年
、
執
行
猶
予
四

年
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
密
約
が
影
響
し
た
の
か
を
判
断
す
る
の
は

困
難
で
あ
る
。

刑
事
裁
判
権
分
科
会
の
議
論
で
も
、
ジ
ラ
ー
ド
に
殺
意
が
な

か
っ
た
こ
と
は
日
本
側
も
認
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
銃
撃
に

よ
り
な
か
さ
ん
を
死
に
至
ら
し
め
た
と
い
う
傷
害
致
死
罪
の
認
定

は
、
そ
れ
ほ
ど
的
は
ず
れ
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。
量
刑
に
つ
い
て

は
軽
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
が
多
く
見
ら
れ
た
の
は
事
実

で
あ
る
（
19
）
。
と
り
わ
け
、
ジ
ラ
ー
ド
の
場
合
、
世
間
か
ら
注
目
を
集

め
た
こ
と
、
事
件
の
渦
中
に
あ
り
な
が
ら
ハ
ル
と
結
婚
し
た
こ
と
、

控
訴
期
間
満
了
と
と
も
に
、
新
妻
を
連
れ
、
す
ぐ
さ
ま
帰
国
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
が
、
執
行
猶
予
を
無
意
味
な
も
の
と
し
、
実
質
的

に
は
無
罪
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
を
増
幅
さ
せ
た
。

著
者
は
ジ
ラ
ー
ド
裁
判
閉
廷
後
の
記
念
写
真
を
掲
載
し
て
い
る

（
五
頁
）。
そ
こ
に
は
、
河
内
雄
三
裁
判
長
、
杉
本
覚
一
検
事
、
林

逸
郎
主
任
弁
護
士
、
デ
ッ
カ
ー
准
将
ら
が
お
さ
ま
っ
て
い
る
。
閉

測
に
過
ぎ
な
い
が
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
を
め
ぐ
る
密
約
の
場
合
も
、

刑
事
裁
判
権
分
科
会
の
秘
密
議
事
録
で
、
日
本
側
の
今
後
の
方
針

を
表
明
し
た
文
書
を
残
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
根
拠
と

な
る
の
が
、
先
の
裁
判
所
へ
の
働
き
か
け
を
示
す
文
書
で
あ
る
。

さ
す
が
に
い
く
ら
法
務
省
と
は
い
え
、
裁
判
所
の
判
決
に
ま
で
影

響
を
及
ぼ
す
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
ど
の
罪
名
で
起
訴
す

る
の
か
、
あ
る
い
は
、
情
状
酌
量
の
余
地
を
ど
こ
ま
で
示
す
の
か

と
い
っ
た
形
で
、
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

そ
れ
が
「
検
察
の
経
路
を
通
じ
て
」
な
の
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
視
点
か
ら
、
ジ
ラ
ー
ド
裁
判
を
検
証
し
て
み
る
と
、

ま
ず
、
検
察
側
は
傷
害
致
死
の
罪
名
で
ジ
ラ
ー
ド
を
起
訴
し
て
い

る
。
こ
の
点
、
ま
さ
に
密
約
ど
お
り
と
い
っ
て
よ
い
。
殺
人
罪
で

の
起
訴
も
可
能
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
か
ら
だ
。
県
警
で
は

い
っ
た
ん
殺
人
で
の
送
致
と
き
め
、
そ
の
後
、
検
察
庁
と
協
議
し
、

傷
害
致
死
に
変
更
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
起
訴
罪
名
が
「
殺
人
」

で
は
な
く
、「
傷
害
致
死
」
と
な
っ
た
点
、
疑
問
と
さ
れ
た
と
い

う
（
17
）
。
た
だ
、
こ
れ
は
ま
だ
刑
事
裁
判
権
分
科
会
が
開
か
れ
る
前
の

段
階
な
の
で
、
密
約
と
は
関
連
せ
ず
、
日
本
国
内
に
お
け
る
な
ん

ら
か
の
圧
力
と
も
考
え
ら
れ
る
。

論
告
求
刑
の
段
階
を
み
る
と
、
検
察
側
は
、「
被
告
の
行
為
は
、

一
五
一
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を
固
持
し
た
い
ア
メ
リ
カ
の
意
向
を
汲
ん
だ
の
だ
っ
た
。
オ

ラ
ン
ダ
と
ギ
リ
シ
ャ
の
か
た
ち
に
似
て
は
い
る
が
、
日
米
間

で
は
ア
メ
リ
カ
が
裁
判
権
を
手
に
入
れ
る
の
に
日
本
に
対
し

そ
の
放
棄
を
要
請
す
る
必
要
す
ら
な
く
、
こ
の
点
で
オ
ラ
ン

ダ
／
ギ
リ
シ
ャform

ula

よ
り
も
日
本
は
劣
位
に
置
か
れ
た

の
で
あ
る
。（
一
四
一
頁
）

行
政
協
定
第
一
七
条
の
改
正
に
あ
た
り
、
日
米
は
密
約
を
交
わ

し
た
。
た
だ
し
、
そ
の
方
法
は
、
密
約
が
表
面
化
し
な
い
よ
う
、

手
の
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
形
式
と
し
て
、
合
同
委
員

会
の
下
部
組
織
で
あ
る
裁
判
権
小
委
員
会
刑
事
部
会
（
刑
事
裁
判

権
分
科
会
の
正
式
名
称
）
に
お
け
る
津
田
實
法
務
省
総
務
課
長

（
日
本
側
代
表
）
の
一
方
的
陳
述
と
な
っ
た
。
こ
の
陳
述
は
、
行

政
協
定
第
一
七
条
を
改
正
す
る
議
定
書
本
文
、
議
定
書
公
式
議
事

録
、
正
式
会
談
議
事
録
に
も
い
っ
さ
い
掲
載
し
な
い
秘
密
扱
い
に

さ
れ
た
（
20
）
。

津
田
課
長
の
一
方
的
陳
述
の
邦
訳
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

議
定
書
第
三
項
の
規
定
﹇
日
米
両
国
の
裁
判
権
が
競
合
す
る

場
合
﹈
の
実
際
上
の
運
用
に
関
し
、
私
は
、
日
本
国
の
当
局

廷
後
、
裁
判
官
、
検
察
官
、
弁
護
士
が
一
緒
に
記
念
撮
影
を
す
る

な
ど
、
常
識
的
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
同
じ
く
、
著
者
が
、
井
出

孫
六
の
『
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ　

戦
後
史
』（
上
）
か
ら
、
こ
の
記

念
写
真
に
つ
い
て
、「
こ
れ
こ
そ
判
決
の
姿
だ
」
と
い
う
文
を
引

用
し
て
い
る
。
密
約
を
前
提
と
す
れ
ば
、
そ
の
意
味
が
よ
り
い
っ

そ
う
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
現
時
点
で
は
、
密
約
文

書
そ
れ
自
体
は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
、
さ
ら
な
る
検
証
が

必
要
で
あ
る
。

刑
事
裁
判
権
を
め
ぐ
る
密
約

一
九
五
三
年
九
月
、
日
米
行
政
協
定
第
一
七
条
（
刑
事
裁
判

権
）
が
改
正
さ
れ
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
地
位
協
定
並
み
と
な
っ
た
。
そ
の

際
、
交
わ
さ
れ
た
密
約
に
つ
い
て
、
本
書
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
触

れ
ら
れ
て
い
る
。

一
九
五
三
年
九
月
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
倣
っ
て
改
定
さ
れ
た
日

米
行
政
協
定
で
は
、
表
向
き
は
裁
判
権
に
つ
い
て
平
等
な
文

言
が
盛
ら
れ
は
し
た
が
「
特
に
重
要
（m

aterial 
im
portance

）
で
な
い
」
限
り
、
日
本
は
こ
れ
を
主
張
し
な

い
こ
と
が
密
約
の
ボ
ッ
ク
ス
に
封
じ
込
め
ら
れ
て
、
裁
判
権

一
五
二



米
兵
犯
罪
と
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約
（
信
夫
）

（
一
五
三
）

設
け
、
密
約
で
あ
る
こ
と
が
発
覚
し
な
い
よ
う
工
夫
が
こ
ら
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
オ
ラ
ン
ダ
や
ギ
リ
シ
ャ
の
場
合
に
は
、
ア
メ
リ

カ
の
国
際
条
約
集
に
掲
載
さ
れ
、
公
に
な
っ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ

を
例
に
あ
げ
る
と
、
一
九
五
四
年
八
月
一
三
日
付
け
の
交
換
公
文

第
四
項
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
地
位
協
定
の
実
施
を
規
定
し
、
さ
ら
に
附

属
書
に
、
合
衆
国
政
府
と
オ
ラ
ン
ダ
政
府
が
合
意
し
た
了
解
が
あ

る
。
そ
の
な
か
の
3
．は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

3. T
he N

etherlands authorities, recognizing that 
it is the prim

ary responsibility of the U
nited S

tates 
authorities to m

aintain good order and discipline 
w
here persons subject to U

nited S
tates m

ilitary law
 

are concerned, w
ill, upon the request of the U

nited 
S
tates authorities, w

aive their prim
ary right to 

exercise jurisdiction under A
rticle V

II, except 
w
here they determ

ine that it is of particular 
im
portance that jurisdiction be exercised by the 

N
etherlands authorities. （23

）

が
方
針
と
し
て
、
日
本
国
に
と
つ
て
実
質
的
に
重
要
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
事
件
を
除
き
、
通
常
、
合
衆
国
軍
隊
の
構
成

員
若
し
く
は
軍
属
又
は
そ
れ
ら
の
家
族
で
合
衆
国
の
軍
法
に

服
す
る
も
の
に
対
し
裁
判
権
を
行
使
す
る
第
一
次
の
権
利
を

行
使
す
る
意
図
を
有
し
な
い
旨
陳
述
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
21
）
。

要
は
、
実
質
的
に
重
要
な
事
件
を
除
き
、
通
常
、
米
軍
関
係
者

に
対
す
る
裁
判
権
を
行
使
す
る
意
図
は
な
く
、
そ
れ
が
日
本
国
の

当
局
の
方
針
で
あ
る
こ
と
を
、
津
田
課
長
が
一
方
的
に
陳
述
し
た

の
で
あ
る
。
形
式
的
に
み
れ
ば
、「
約
束
」
と
は
い
え
な
い
。
現

に
、
二
〇
一
〇
年
に
日
米
密
約
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
そ
の
後
、
刑
事
裁
判
権
問
題
に
関
す
る
文
書
も
外
務

省
か
ら
公
開
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
二
〇
一
一
年
八
月
二
五
日
に
開

催
さ
れ
た
「
日
米
合
同
委
員
会
に
お
け
る
や
り
と
り
」
も
公
表
さ

れ
、
一
方
的
陳
述
は
、
日
本
側
の
一
方
的
政
策
的
な
も
の
で
あ
り
、

合
意
で
は
な
い
と
ア
メ
リ
カ
側
が
発
言
し
て
い
る
。
し
か
し
、
行

政
協
定
第
一
七
条
の
交
渉
過
程
、
な
ら
び
に
、
こ
れ
に
関
連
す
る

国
連
軍
協
定
の
交
渉
過
程
を
詳
細
に
分
析
す
る
と
、
こ
の
一
方
的

陳
述
と
は
、「
一
方
的
」
に
名
を
借
り
た
密
約
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
て
い
る
（
22
）
。
日
米
間
の
場
合
に
は
、
何
重
に
も
関
門
を

一
五
三
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F
orm
ula

）
に
し
た
が
い
、
密
約
の
機
密
指
定
を
解
除
す
る
問
題

を
岸
総
理
と
話
し
合
う
よ
う
要
請
し
て
い
る
。
翌
二
一
日
、
朝
海

は
、「
総
理
は
、
現
時
点
で
、
こ
の
取
極
の
機
密
指
定
を
解
除
す

れ
ば
、
社
会
主
義
者
お
よ
び
共
産
主
義
者
の
き
び
し
い
追
及
に
さ

ら
さ
れ
、
自
分
の
政
権
に
と
っ
て
き
わ
め
て
や
っ
か
い
な
こ
と
に

な
る
、
と
感
じ
て
い
る
」
と
、
総
理
の
立
場
を
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
に

伝
え
て
い
る
（
25
）
。

け
っ
き
ょ
く
、
こ
の
密
約
は
二
〇
一
一
年
ま
で
、
日
本
側
か
ら

公
表
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
津
田
課
長
の
一
方
的
陳

述
は
「
密
約
」
を
構
成
す
る
も
の
で
は
な
い
と
の
立
場
を
、
依
然
、

日
本
政
府
は
維
持
し
て
い
る
。

（
1
） 

「
判
例
特
報
①　

い
わ
ゆ
る
ジ
ラ
ー
ド
事
件
の
判
決　

前
橋
地

裁
三
二
・
一
一
・
一
九
判
決
」『
判
例
時
報
』
一
三
一
号
、

一
九
五
七
年
一
二
月
一
日
、
五
頁
。

（
2
） 

八
月
二
六
日
の
第
一
回
公
判
は
、
茨
城
県
東
海
村
の
日
本
原

子
力
研
究
所
第
一
号
実
験
炉
が
臨
海
に
達
し
、
日
本
初
の
「
原
子

の
火
」
が
と
も
っ
た
日
で
も
あ
っ
た
。
文
芸
評
論
家
の
臼
井
吉
見

は
、「
ジ
ラ
ー
ド
さ
わ
ぎ
が
、
あ
の
程
度
で
お
さ
ま
っ
た
の
は
ひ
と

え
に
そ
の
お
か
げ
で
あ
っ
た
。
も
し
、
原
子
炉
の
点
火
が
、
一
日

ず
れ
た
ら
、
新
聞
の
ジ
ラ
ー
ド
さ
わ
ぎ
は
、
あ
の
倍
に
ふ
く
れ
あ

こ
の
了
解
の
核
心
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
オ
ラ
ン
ダ
当
局
は
、

合
衆
国
当
局
の
要
請
に
し
た
が
い
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
第
七
条
に
も

と
づ
く
管
轄
権
行
使
の
第
一
次
的
権
利
を
放
棄
す
る
。
た
だ
し
、

オ
ラ
ン
ダ
当
局
が
そ
の
管
轄
権
の
行
使
を
特
に
重
要
と
決
定
す
る

場
合
を
除
く
。
要
は
、
と
く
に
重
要
と
オ
ラ
ン
ダ
当
局
が
判
断
す

る
場
合
を
除
い
て
、
合
衆
国
当
局
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
オ
ラ
ン
ダ

当
局
は
第
一
次
裁
判
権
を
放
棄
す
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
ギ

リ
シ
ャ
の
場
合
は
一
九
五
六
年
、
ま
た
、
西
ド
イ
ツ
の
場
合
は

一
九
五
九
年
に
同
種
の
協
定
が
ア
メ
リ
カ
と
の
間
に
締
結
さ
れ
て

い
る
（
24
）
。

著
者
は
、
オ
ラ
ン
ダ
／
ギ
リ
シ
ャ
方
式
に
く
ら
べ
、
日
本
が
劣

位
に
立
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
実
質
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
お

お
き
な
違
い
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
第
一
次
裁
判
権
を
有
す
る
米

軍
関
係
者
の
犯
罪
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
側
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
放

棄
の
要
請
を
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。

こ
の
刑
事
裁
判
権
密
約
に
関
し
て
は
、
一
九
五
七
年
六
月
の
岸

総
理
訪
米
中
、
朝
海
駐
米
大
使
と
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
国
務
次
官
補
と

の
会
談
で
、
興
味
深
い
協
議
が
な
さ
れ
て
い
る
。
六
月
二
〇
日
、

ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
、
朝
海
に
対
し
、
日
米
間
で
は
密
約
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
を
公
表
す
る
「
オ
ラ
ン
ダ
方
式
」（N

etherlands 

一
五
四
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『
軍
事
史
学
』
四
六
巻
二
号
、
二
〇
一
〇
年
九
月
、
一
二
七
│

一
四
二
頁
、
倉
林
直
子
「
駐
留
米
軍
を
め
ぐ
る
政
府
と
議
会
の
関

係
│
ジ
ラ
ー
ド
事
件
へ
の
対
応
を
中
心
に
」『
麗
澤
大
学
紀
要
』

九
三
巻
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
、
二
五
│
四
四
頁
が
参
考
に
な
る
。

ジ
ラ
ー
ド
事
件
の
法
的
側
面
を
分
析
し
た
論
考
と
し
て
、H

ow
ard 

S
. L
evie, “T

he N
A
T
O
 S
tatus of F

orces A
greem

ent: 
L
egal S

afeguards for A
m
erican S

ervicem
en,” A

m
erican

 
B

ar A
ssociation

 Jou
rn

al, V
ol. 44, A

pril 1958, pp. 322-
326; G

ordon B
. B
aldw

in, “F
oreign Jurisdiction and the 

A
m
erican S

oldier: “T
he A

dventures of G
erard”,” 

W
iscon

sin
 L

aw
 R

eview
, V
ol. 1958, N

o. 1, January 1958, 
pp. 52-106 

が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
本
書
評
執
筆
に
あ
た
っ
て
参

考
に
し
た
も
の
を
順
不
同
に
あ
げ
る
と
、
井
出
孫
六
『
ル
ポ
ル

タ
ー
ジ
ュ　

戦
後
史
』（
上
）、
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
、
田
中

二
郎
・
他
（
編
）『
戦
後
政
治
裁
判
史
録
③
』
第
一
法
規
出
版
、

一
九
八
〇
年
、
荒
瀬
豊
「「
相
馬
ヶ
原
事
件
」
か
ら
「
ジ
ラ
ー
ド
事

件
」
へ
」『
世
界
』
一
九
五
八
年
一
月
号
、
二
六
八
│
二
七
四
頁
、

野
村
正
男
「
ジ
ラ
ー
ド
事
件
の
真
相
と
対
米
問
題
」『
婦
人
公
論
』

一
九
五
七
年
九
月
号
、
六
二
│
六
七
頁
、
林
逸
郎
「
ジ
ラ
ー
ド
裁

判
が
教
え
る
も
の
│
主
任
弁
護
人
と
し
て
、
私
は
日
本
人
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
と
良
い
勉
強
を
し
た
」『
文
藝
春
秋
』
一
九
五
八
年
一

月
号
、
一
六
四
│
一
七
四
頁
、
石
岡
實
「
相
馬
ヶ
原
の
渦
中
か
ら

│
ジ
ラ
ー
ド
事
件
一
捜
査
官
の
覚
書
」『
文
藝
春
秋
』
一
九
五
七
年

一
一
月
号
、
一
一
二
│
一
一
九
頁
、
入
江
啓
四
郎
「
ジ
ラ
ー
ド
事

が
っ
た
こ
と
必
定
で
あ
る
。」
と
記
し
て
い
る
。
臼
井
吉
見
（
編
）

『
現
代
教
養
全
集
Ⅰ　

戦
後
の
社
会
』
筑
摩
書
房
、
一
九
五
八
年
、

三
二
二
│
三
二
三
頁
。

（
3
） 
『
第
二
十
六
国
会
衆
議
院
内
閣
委
員
会
議
事
録
』
第
五
号
、

一
九
五
七
年
二
月
一
四
日
、
一
二
頁
。

（
4
） 

信
夫
隆
司
『
日
米
安
保
条
約
と
事
前
協
議
制
度
』
弘
文
堂
、

二
〇
一
四
年
を
参
照
。

（
5
） 

学
術
論
文
と
し
て
は
、
著
者
自
身
が
獨
協
大
学
国
際
教
養
学

部
言
語
文
化
学
科
の
『
マ
テ
シ
ス
・
ウ
ニ
ウ
ェ
ル
サ
リ
ス
』
に
発

表
し
た
論
考
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、「「
ジ
ラ
ー
ド
事
件
」
追
考
│

裁
判
権
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
国
内
の
攻
防
│
前
編
」
一
三
巻
二
号
、

二
〇
一
二
年
三
月
、
三
五
│
六
〇
頁
、「「
ジ
ラ
ー
ド
事
件
」
追
考

│
裁
判
権
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
国
内
の
攻
防
│
中
編
」
一
四
巻
一

号
、
二
〇
一
三
年
一
月
、
二
三
│
四
一
頁
、「「
ジ
ラ
ー
ド
事
件
」

追
考
│
裁
判
権
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
国
内
の
攻
防
│
後
編
」
一
四

巻
二
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
、
四
三
│
五
八
頁
、「「
ジ
ラ
ー
ド
事

件
」
追
考
①
│
相
馬
ヶ
原
で
弾
を
拾
う
」
一
五
巻
一
号
、

二
〇
一
三
年
一
一
月
、
一
│
二
一
頁
、「「
ジ
ラ
ー
ド
事
件
」
追
考

②
│
米
兵
を
立
件
す
る
」
一
五
巻
二
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
、
一

│
二
一
頁
、「「
ジ
ラ
ー
ド
事
件
」
追
考
③
│
裁
判
権
を
め
ぐ
っ
て
」

一
六
巻
一
号
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
、
一
│
二
七
頁
、「「
ジ
ラ
ー

ド
事
件
」
追
考
④
│
判
決
と
反
応
」
一
六
巻
二
号
、
二
〇
一
五
年

三
月
、
一
│
二
九
頁
で
あ
る
。
ま
た
、
池
田
直
隆
「
ジ
ラ
ー
ド
事

件
の
再
検
討
│
台
湾
に
お
け
る
事
例
と
の
比
較
を
中
心
と
し
て
」

一
五
五



政
経
研
究　

第
五
十
三
巻
第
一
号
（
二
〇
一
六
年
六
月
）

（
一
五
六
）

（
六
六
頁
）。

（
7
） 

ド
ワ
イ
ト
・
Ｄ
・
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
（
仲
晃
・
他
訳
）『
ア
イ

ゼ
ン
ハ
ワ
ー
回
顧
録
』
2
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
八
年
、

一
二
七
頁
。

（
8
） 

レ
イ
ノ
ル
ズ
事
件
に
つ
い
て
は
、
池
田
「
ジ
ラ
ー
ド
事
件
の

再
検
討
」
を
参
照
。

（
9
） 

「
ジ
ラ
ー
ド
事
件
の
判
決
確
定
│
前
橋
地
裁
の
判
決
内
容
と
そ

の
問
題
点
」『
時
の
法
令
』
二
六
五
号
、
一
九
五
七
年
一
二
月
二
三

日
、
五
〇
頁
。

（
10
） 

文
献
と
し
て
は
、Jaim

e M
. C
her, “S

tatus of F
orces 

A
greem

ents: T
ools to F

urther E
ff ective F

oreign P
olicy 

and L
essons T

o B
e L
earned from

 the U
nited S

tates-
Japan A

greem
ent,” U

n
iversity of S

a
n

 F
ra

n
cisco L

a
w

 
R

eview
, V
ol. 37, N

o. 1, F
all 2002, pp. 227-256, N

eil 
C
urtin, ““W

e M
ight A

s W
ell W

rite Japan O
F
F

”: T
he 

S
tate D

epartm
ent D

eals w
ith the G

irard C
risis of 1957,” 

Jou
rn

al of A
m

erican
-E

ast A
sian

 R
elation

s, V
ol. 19, N

o. 
2, January 2012, pp. 109-131, T

yler J. H
ill, “R

evision of 
the U

.S
.-Japan S

tatus of F
orces A

greem
ent

（S
O
F
A

）: 
R
elinquishing U

.S
. L
egal A

uthority in the N
am
e of 

A
m
erican F

oreign P
olicy,” U

C
L

A
 P

acific B
a

sin
 L

aw
 

Jou
rn

al, V
ol. 32, N

o. 2, S
pring 2015, pp. 105-144 

が
あ
る
。

と
り
わ
け
、N

eil C
urtin

の
論
文
は
、
ア
メ
リ
カ
外
交
史
料
集
や

議
会
資
料
を
用
い
、
合
同
委
員
会
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
側
が
ジ

件
と
米
国
最
高
裁
判
決
」『
法
律
の
ひ
ろ
ば
』
一
〇
巻
八
号
、

一
九
五
七
年
八
月
、
九
│
一
二
頁
、「
座
談
会　

ジ
ラ
ー
ド
事
件
悪

化
の
真
相
」『
日
本
週
報
』
四
一
一
号
、
一
九
五
七
年
七
月
五
日
号
、

三
│
一
六
頁
、
朝
海
浩
一
郎
『
花
み
づ
き
の
庭
に
て
│
あ
る
外
交

官
の
回
想
』（
私
家
版
）、
一
九
八
八
年
、
朝
日
新
聞
社
『
昭
和

三
〇
年
代
「
週
刊
朝
日
」
の
昭
和
史
』
第
三
巻
、
朝
日
新
聞
社
、

一
九
八
九
年
、
マ
イ
ケ
ル
・
シ
ャ
ラ
ー
（
市
川
洋
一
訳
）『「
日
米

関
係
」
と
は
何
だ
っ
た
の
か
│
占
領
期
か
ら
冷
戦
終
結
後
ま
で
』

草
思
社
、
二
〇
〇
四
年
、
三
原
信
一
・
横
井
大
三
「
ジ
ラ
ー
ド
事

件
の
意
味
す
る
も
の
」『
婦
人
倶
楽
部
』
一
九
五
七
年
八
月
号
、

一
一
八
│
一
二
二
頁
、「
ジ
ラ
ー
ド
事
件
と
ふ
た
り
の
女
性
│
激
し

い
憤
り
と
純
愛
の
祈
り
と
」『
週
刊
女
性
』
一
九
五
七
年
一
二
月
八

日
号
、
二
二
│
二
三
頁
、M

arvin L
. S
tone and K

enneth Ishii, 
“Japan vs. G

irard: T
he Inside S

tory,” S
atu

rd
ay E

ven
in

g 

P
ost, V

ol. 230, N
o. 14, O

ctober 5, 1957, pp. 32-33, pp. 71-
74 

が
あ
る
。

（
6
） 

当
時
、
群
馬
県
警
察
本
部
長
で
あ
っ
た
石
岡
實
が
著
し
た

「
相
馬
ヶ
原
の
渦
中
か
ら
」
に
よ
る
と
、「
次
の
二
月
二
日
。
社
会

党
の
茜
ヶ
久
保
代
議
士
が
毎
日
、
上
毛
両
社
の
記
者
を
伴
っ
て
、

私
の
部
屋
を
訪
れ
、「
こ
の
民
族
的
差
別
感
に
根
を
下
ろ
し
た
殺
人

事
件
を
徹
底
的
に
捜
査
す
る
よ
う
。」
申
し
入
れ
た
。」
と
い
う
。

石
岡
「
相
馬
ヶ
原
の
渦
中
か
ら
」
一
一
五
頁
。
著
者
に
よ
る
岡
田

刑
事
部
長
の
長
女
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
と
、
こ
の
石
岡
の

手
記
は
、
石
岡
に
代
っ
て
岡
田
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

一
五
六



米
兵
犯
罪
と
日
米
密
約
（
信
夫
）

（
一
五
七
）

（
16
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
信
夫
隆
司
「
在
日
米
軍
の
刑
事
裁
判

権
放
棄
に
係
る
日
米
密
約
の
原
型
」『
法
学
紀
要
』
五
七
巻
、

二
〇
一
六
年
三
月
、
一
三
三
│
一
八
二
頁
を
参
照
。

（
17
） 

田
中
・
他
（
編
）『
戦
後
政
治
裁
判
史
録
③
』、
八
七
頁
。

（
18
） 

田
中
・
他
（
編
）『
戦
後
政
治
裁
判
史
録
③
』、
九
五
頁
。

（
19
） 

『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
七
年
一
一
月
二
〇
日
の
社
説
、『
毎
日

新
聞
』
一
九
五
七
年
一
一
月
二
〇
日
の
社
説
を
参
照
。

（
20
） 

信
夫
「
在
日
米
軍
の
刑
事
裁
判
権
放
棄
に
係
る
日
米
密
約
の

原
型
」
一
四
七
頁
。

（
21
） 

同
右
。

（
22
） 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
信
夫
「
在
日
米
軍
の
刑
事
裁
判
権
放
棄

に
係
る
日
米
密
約
の
原
型
」
を
参
照
。

（
23
） 

“N
etherlands, N

orth A
tlantic T

reaty, S
tationing of 

U
nited S

tates A
rm
ed F

orces in the N
etherlands, S

igned 
at the H

ague A
ugust 13, 1954, E

ntered into force 
N
ovem

ber 16, 1954”

（T
IA
S
 3174 A

ug 13, 1954

）, U
n

ited
 

S
tates T

reaties an
d

 O
th

er In
tern

ation
al A

greem
en

ts, 
V
olum

e 6 in F
ive P

arts P
art 1, U

nited S
tates G

overnm
ent 

P
rinting O

ffi  ce, W
ashington, 1955, p. 106.

（
24
） 

ギ
リ
シ
ャ
の
場
合
は
、「
ア
メ
リ
カ
・
ギ
リ
シ
ャ
合
衆
国
軍
地

位
協
定
」
第
二
条
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。“G

reece, D
efense: 

S
tatus of U

nited S
tates F

orces, A
greem

ent signed at 
A
thens S

eptem
ber 7, 1956; E

ntered into force S
eptem

ber 
7, 1956”

（T
IA
S
 3649

）, U
n

ited
 S

tates T
reaties an

d
 O

th
er 

ラ
ー
ド
の
裁
判
権
を
行
使
し
な
い
と
発
言
し
、
そ
れ
が
公
式
に
発

表
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
、
そ
の
後
、
六
月
四
日
、
あ
ら
た
め
て
、

国
務
・
国
防
両
長
官
が
、
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
を
日
本
側
に
移
管

す
る
旨
を
発
表
す
る
に
い
た
っ
た
経
緯
を
詳
細
に
明
ら
か
に
し
て

い
る
点
で
参
考
に
な
る
。

（
11
） 

本
書
で
は
、
津
田
實
法
務
省
「
総
務
課
長
」
と
あ
る
が

（
七
九
頁
）、
こ
れ
は
、「
秘
書
課
長
」
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

後
述
す
る
が
、
行
政
協
定
第
一
七
条
改
正
の
際
の
密
約
で
は
、
日

本
側
の
刑
事
裁
判
権
分
科
会
代
表
は
津
田
實
総
務
課
長
で
あ
っ
た
。

職
名
が
変
わ
っ
て
い
る
。

（
12
） 

本
書
評
で
は
、F

R
U

S

の
ウ
ェ
ブ
版
を
参
照
し
て
い
る
の
で
、

D
ocum

ent

番
号
を
付
し
て
い
る
。

（
13
） 

本
書
で
は
、“procuratorial channels”

を
「
関
係
の
機
関
」

と
訳
し
て
あ
る
が
、
本
書
評
で
は
、「
検
察
の
経
路
」
と
訳
し
て
あ

る
。

（
14
） 

“M
em
orandum

 of T
elephone C

onversation B
etw
een 

the S
ecretary of S

tate and the A
ssistant S

ecretary of 
S
tate for F

ar E
astern A

ff airs

（R
obertson

）, W
ashington, 

M
ay 25, 1957,” F

R
U

S
, 1955-1957, V

olum
e X
X
III, P

art 1, 
Japan, D

ocum
ent 157.

（
15
） 

“D
raft M

em
orandum

 for the P
resident P

repared in 
the D

epartm
ent of S

tate, W
ashington, M

ay 25, 1957,” 
F

R
U

S
, 1955-1957, V

olum
e X
X
III, P

art 1, Japan, 
D
ocum

ent 158.

一
五
七



政
経
研
究　

第
五
十
三
巻
第
一
号
（
二
〇
一
六
年
六
月
）

（
一
五
八
）

In
tern

a
tion

a
l A

greem
en

ts, V
olum

e 7 in T
hree P

arts 
P
art 3, U

nited S
tates G

overnm
ent P

rinting O
ffice, 

W
ashington, 1956, p. 2558 

を
参
照
。
西
ド
イ
ツ
の
場
合
は
、

「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
駐
留
す
る
外
国
軍
隊
に
関
し
て
北
大
西
洋

条
約
当
事
国
間
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
を
補
足
す
る
協
定

（
一
九
五
九
年
八
月
三
日
ボ
ン
で
署
名
）」
第
一
九
条
に
同
趣
旨
が

規
定
さ
れ
て
い
る
。
国
立
国
会
図
書
館
調
査
立
法
考
査
局
『
西
ド

イ
ツ
に
駐
留
す
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
の
地
位
に
関
す
る
諸
協
定
』（
調
査

資
料
七
五
│
三
）、
一
九
七
六
年
三
月
、
二
六
│
二
七
頁
。

（
25
） 

“M
em
orand

u
m
 of C

onversation, S
u
b
ject: 

D
eclassifi cation of Japanese Jurisdictional A

rrangem
ents, 

P
articipants: H

is E
xcellency K

oichiro A
sakai, 

A
m
bassador of Japan and M

r. W
alter S

. R
obertson, 

A
ssistant S

ecretary of S
tate for F

ar E
astern A

ffairs, 
June 20, 1957”

（C
onfidential

）, R
G
84 Japan: T

okyo 
E
m
bassy; C

lassifi ed G
eneral R

ecords, 1952-1963, B
ox 45, 

at N
ational A

rchives, C
ollege P

ark, M
D
.

一
五
八
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